
 

 

年末年始における旅行動向（利用実績）について 

 

 北陸信越地域（新潟・長野・富山・石川県）における年末年始（平成２３年１２月２３日～平成

２４年１月３日、ＪＲにおきましては１２月２８日～１月５日）の旅行・利用動向（各交通機関）

について、各事業者からの情報をとりまとめましたので、お知らせします。 

（一部発表済みの情報となります。） 

 

 

 

≪各交通機関などの概要≫ 
 

（１）鉄 道 

◇ 管内ＪＲの新幹線・特急列車は、JR 東日本新潟支社管内では対前年比１％増、同長野支社管

内では１％減、JR 西日本金沢支社管内では１％増とほぼ昨年並みとなりました。 

（２）高速バス 

◇ 北陸信越管内を発着する高速バスの利用は、対前年比3％の利用増加となりました。 

（３）貸切バス 

◇ 貸切バスの利用は、管内各県において前年を上回る利用状況でした。 

（４）佐渡航路 

◇ 佐渡航路において、旅客利用者・乗用車航送共に前年を上回る利用状況でした。 

（５）国内・海外旅行 

◇ 国内･海外ともに近場が好調でした。 

（６）スキー場 

◇ 管内スキー場において、入込客数実績は対前年比１３％の増加となりました。 
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１．鉄 道 

＜ＪＲ＞（年末年始 １２月２８日～１月５日） 

（１）上越新幹線及び新潟地区の主な特急列車 

○年末年始期間中において、上越新幹線及び新潟地区の主な特急・急行列車の利用者は、全体で４６万６

千人となり、対前年比で１％増加しました。（下りの利用者 ２３万８千人 対前年比 １％増：上りの利

用者 ２２万人８千人 ±０％） 

線区別 利用者数 対前年比 

上越新幹線（長岡～越後湯沢） 283,000人  1％ 

信越本線（長岡～直江津） 29,000人  7％ 

羽越本線（新潟～村上） 47,000人  2％ 

上越線（長岡～水上） 5,000人 2％ 

ほくほく線（直江津～越後湯沢） 102000人 ▲ 2％ 
（対前年比同日比較） 

 

（２）長野新幹線及び長野地区の主な特急列車 

○年末年始期間中において、長野新幹線及び長野地区の主な特急列車の利用者は、全体で３９万人とな

り、対前年比で１％減少しました。（下りの利用者 １９万４千人 対前年比 １％減：上りの利用者 １

９万６千人 対前年比 １％減） 

線区別 利用者数 対前年比 

長野新幹線（軽井沢～高崎） 252,000人 ▲ 2％ 

中央東線（上諏訪～甲府） 99,000人  3％ 

篠ノ井線（長野～松本） 38,000人 ▲ 1％ 
（対前年比同日比較） 

 

（３）北陸地区（JR西日本金沢支社管内）における主な特急・急行列車 

○年末年始期間中において、主な特急・急行列車の利用者は、全体で４２万３千人となり、対前年比で

１％増加しました。 

方 面 別 利用者数 対前年比 

京都・大阪方面（ｻﾝﾀﾞｰﾊﾞｰﾄﾞなど） 200,000人  1％ 

名古屋・米原方面（しらさぎなど） 100,000人  ±0％ 

直江津・東京方面（はくたか・北越など） 122,000人  1％ 
（対前年比同日比較） 

 

 

 

 

２．高速バス（１２月２３日～１月３日） 
○高速バスの利用実績（北陸信越 ⇔ 東京・大阪・名古屋方面）については、北陸信越全体では対前年

比2.7％増で前年を上回りました。 
 

（発着合計による前年比） 新 潟 県 長 野 県 富 山 県 石 川 県 北 陸 信 越 

東京方面 ▲ 1.8％  3.1％  1.6％ ▲ 0.4％  1.7％ 

大阪方面 ▲ 1.6％ ▲ 4.3％  8.1％ ―  0.2％ 

名古屋方面  5.6％  1.1％  16.3％  8.5％  6.6％ 

（計） ▲ 1.3％   2.4％  9.0％  6.8％ 2.7％ 

（管内１０事業者によるサンプル調査、対前年比同日比較） 

 



 

３．貸切バス（１２月２３日～１月３日） 

○北陸信越地域の年末年始期間中における利用実績は、管内全体で前年を上回る利用があったものの、近場

の利用が多かった為に収益が伸びず、事業者感触としては良くないようです。 

（１両あたりの稼動回数） 新潟県 長野県 富山県 石川県 北陸信越 

平成 23－24年・年末年始 3.00 1.90 3.02 3.66 2.86 

平成 22－23年・年末年始 2.78 1.87 2.52 3.07 2.56 

 

（事業者の感触） 非常に良い 良い やや良い 前年並み やや悪い 悪い 非常に悪い 

北陸信越全体 0％ 4％ 17％ 44％ 17％ 10％ 8％ 

（管内1７０事業者・車両数1,7１６両によるサンプル調査、対前年同日比較） 

 
 

○事業者アンケートによれば、各県ともに自県での利用が最も多くなりました。また、学校（クラブ・合宿）

と冠婚葬祭での利用が各県において多くを占めました。 
 

〔左から多い順となります〕 

（新潟県） 【方面】 新潟・関東方面      【目的】学校・冠婚葬祭・テーマパーク・初詣等送迎 

（長野県） 【方面】 長野・関東方面      【目的】初詣等送迎・学校・冠婚葬祭・温泉 

（富山県） 【方面】 富山       【目的】学校・温泉・冠婚葬祭 

（石川県） 【方面】 石川・関東方面・東海方面 【目的】冠婚葬祭・初詣等送迎・学校・温泉 
 

 

 

４．旅客船《佐渡航路》（１２月２３日～１月３日） 

○佐渡汽船各航路を発着する旅客船では、前年比４％増となりました。また乗用車航送におきましても８％

増となりました。クリスマス寒波によるジェットホイル欠航があったものの、カーフェリーの欠航はなく、

動きが順調であったとのことです。 

（欠航便数 カーフェリー：１２便（H2２）⇒０便（H2３） ジェットフォイル：５５⇒４７） 

（１）旅客利用実績 

航  路  名 利用者数 対前年比 

新潟 ～ 両津 

カー フ ェ リー 29,872人  1.5％ 

ジェットフォイル 5,347人  18.5％ 

（ 小 計 ） 35,219人  3.8％ 

小木 ～ 直江津（カーフェリー） 1,041人  29.5％ 

合     計 36,260人  4.4％ 
（対前年比同日比較） 

（２）乗用車航送実績 

航  路  名 利用台数 対前年比 

新 潟 ～ 両 津 2,217台  6.0％ 

小 木 ～ 直 江 津 181台  30.2％ 

合     計 2,398台  7.5％ 

（対前年比同日比較） 

 

 



 

 

５．北陸信越地域発の国内・海外旅行ツアー（１２月２３日～１月３日） 

○下表のとおり、事業者の感触としまして、国内海外ともに前年並みとの回答が一番多くなりました。 

○なお、事業者によれば、国内旅行では、温泉・テーマパークに人気がありました。旅行方面としては関東

方面が一番多く、次いで近畿方面が人気でした。海外旅行では、韓国・ハワイに人気がありました。また、

国内海外ともに近場傾向が見られたようです。 

 

（国内旅行 感触） 非常に良い 良い やや良い 前年並み やや悪い 悪い 非常に悪い 

北陸信越全体 0％ 13％ 17％ 33％ 25％ 8％ 4％ 

 

（海外旅行 感触） 非常に良い 良い やや良い 前年並み やや悪い 悪い 非常に悪い 

北陸信越全体 0％ 15％ 15％ 39％ 19％ 8％ 4％ 

（管内の国内旅行２６事業者（営業所）・海外旅行２７事業者（営業所）によるアンケート結果） 

 

 

 

６．北陸信越地域のスキー場（オープン日～１月３日） 

○管内スキー場における入込客数は、降雪・天候に恵まれオープン日が前年より早まったスキー場が多く、対前

年比１３％増となりました。なお、調査対象の約７割のスキー場で前年の年末年始時より入込客数が増加して

います。 
 

（入込客数の対前年比） 新潟県 長野県 富山県 石川県 北陸信越 

２３－２４・年末年始  17.9％  9.4％ 15.7％ ▲ 1.4％  13.0％ 

（管内の索道を有する６６事業者によるサンプル調査） 


